
率が 20 年以上の長きにわたって１％以下ないしゼロ％台半ばにとどまってきたことがあり

ます。この現実を直視し、潜在成長率の向上に真正面から取り組むことが今後の持続的な成

長の基盤を築く上で不可欠と考えます。 

日本経済は、四半世紀続いた、賃金も価格も据え置きで動かないという凍りついた状況が

変化し、賃金と価格をシグナルとして労働や資本が動くという、市場経済が本来持っている

ダイナミズムを取り戻しつつあります。このダイナミズムを復活させ、十二分に活かすこと、

そしてそのための環境整備こそが、潜在成長率の向上、ひいては日本経済の持続的成長のた

めに重要と考えます。 

本報告の分析が日本経済の現状と課題に係る認識を深める上での一助となれば幸いです。 

令和７年２月 

内閣府政策統括官（経済財政分析担当） 

林 伴子 
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